
安全問題討論会’24 

デザイン部門 

資料集

公益社団法人 土木学会 

安全問題研究委員会 



序 

 
土木学会安全問題研究委員会では，定期的に安全問題討論会を開催して，土木ならびに関

連分野の安全問題について，分野横断的に自由に意見交換が行える場を提供しています．本

資料集は，2024 年 12 月 16 日（月）に開催される安全問題討論会’24 における，論文発表，

デザイン部門報告，委員会報告，およびパネルディスカッションで交わされる議論のための

資料を取りまとめたものである． 
 

建設現場での事故や労働災害は，直近だけでも 

・能登半島地震で被災したトンネルの復旧工事中，豪雨に起因する土砂崩れで 2 名が死亡 

・ケーブル埋設工事中，路面崩れ下敷きに，作業員 2 名が死亡 

・川崎の解体現場で転落，ベトナム人技能実習生が死亡 

・クレーン作業中，2 トンの鉄棒の束とフェンスの間に挟まれ会社員 1 名が死亡 

・東京のビル工事現場屋上から鉄筋が落下，直撃の 20 代男性が死亡 

・地震で被災した家屋の解体現場で，建設機械のバケットが作業員の頭部に激突し死亡 

・排水管工事中に石柱が倒壊，ミャンマー国籍技能実習生が死亡 

などが報道されている．特に，重量のある鉄筋などの落下による事故，自然災害の復旧工事

に関連する事故，外国人労働者の関連する事故などが目についたように思われる．令和 6 年

8 月 19 日に発表された労働災害発生状況の速報値によれば，今年 1 月から 7 月末までに報

告された労働災害については，全体の死亡者数は 366 人に達し，前年同期比で 6 人，約 1.7%

増加している．これらの統計は，企業の安全対策の見直しや労働環境の改善が求められてい

ることを示している．この中でも，建設業での死亡者数が 120 人と最も多く，前年同期比で

16 人増加しており，増加率は 15.4%にも及ぶ．これは，現場での安全対策が十分に機能して

いない可能性を示唆しており，早急な改善が必要とされている． 

 

一方，自然災害に目をやると， 

・1 月 1 日の能登半島地震により，新潟県で 4 名，富山県で 2 名，石川県で 456 名の死者

（重傷者 368 名，軽症者 977 名） 

・4 月 17 日の豊後水道を震源とする地震により，死者はなし，重傷者 2 名，軽症者 14 名 

・5 月 27 日からの大雨により，山梨県で 1 名，愛媛県で 1 名の死者（軽症者 1 名） 

・7 月 10 日からの大雨により，愛媛県で 3 名の死者（軽症者 2 名） 

・7 月 25 日からの大雨により，秋田県で 2 名，山形県で 3 名の死者（軽症者 5 名） 

・8 月 8 日の日向灘を震源とする地震により，死者はなし，重傷者 3名，軽症者 13 名 

・8 月 27 日からの台風第 10 号により，愛知県で 3 名，徳島県で 1 名，福岡県で 2 名，佐賀

県で 1 名，鹿児島県で 1 名の死者（重傷者 11 名，軽症者 123 名） 



・9 月 20 日からの大雨により，石川県で 15 名，熊本県で 1 名の死者（重傷者 2 名，軽症者

45 名） 

などの風水害により，多大な被害がもたらされた．特に今年の初めに発生した能登半島地震

で，今年はどんな 1 年になるのか不安なスタートとなり，さらに 8 月 8 日の日向灘を震源

とする地震の直後に，気象庁から「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」の発表があ

り，防災対策を改めて意識する機会になったことは記憶に新しい．その一方で台風や線状降

水帯による被害も多く，特に，石川では地震による被害からの復旧復興の途上で多くの被害

が報告された．被災地域においては一日も早い復旧復興を願うと同時に，防災への取り組み

の重要性が改めて問われています． 

 

以上のような状況から，これまでの討論会では，建設工事と危機管理，防災教育，自然災

害による被害軽減など幅広いテーマについての発表を通じ，研究者や技術者の方々の意見

交換によって，安全問題を多面的に捉え，課題の解決に貢献して参りました．本年も例年通

り「防災まちづくり」「地域防災」「復旧復興」「防災対策」「AI/IoT」「安全情報」「事業計画」

「リスクアセスメント」「防災情報」「災害時対応」などに関する論文の投稿があり，厳正な

査読を通過した 16件の論文について，討論会において発表していただく運びとなりました．

この 16 件の論文については土木学会論文集 F6 の特集号（2024 年 12 月 16 日発行予定）

に掲載されます．また，上記の論文以外にも，安全問題研究委員会に設けている 2 つの小委

員会「土木工事安全小委員会」「地域安全小委員会」の報告もさせていただくこととしまし

た．また，昨年からスタートしたデザイン部門においても 7 件の様々な取り組みについて

紹介していただきます．さらに，今年は，総務省や JR 東日本商事から講師をお招きして「安

全力×地域力－地域活性化の未来－」というテーマで講演及びパネルディスカッションを

開催します．活発な意見交換がなされることを期待しております． 
 

最後に，各論文をご投稿いただきました皆様，そして発表いただきます皆様には，この場

をお借りして厚く御礼申し上げます．この「安全問題討論会’24」が，各分野で安全問題に

取り組まれている研究者や実務者の皆様にとって，より有益な情報共有の場となり，発表し

ていただいた論文・報告・作品が土木学会会員および安全問題研究に取り組まれている方々

への貴重な資料となることを祈念しつつ，序とさせていただきます．今後とも皆様のご支援

とご協力をお願い申し上げます． 

 
2024 年 12 月 

土木学会安全問題研究委員会 
委員長  広兼 道幸 

土木学会安全問題討論会実行小委員会 
委員長  山中 憲行 
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土木学会安全問題討論会’24 プログラム 

日 時:令和 6 年 12 月 16 日(月) 

会 場:土木学会本部(東京都新宿区四谷一丁目外濠公園内) 

参加費:無料 

10:00～10:10 開会挨拶 
◆ 開会挨拶

安全問題研究委員会委員長 広兼 道幸(関西大学) 

◆ 諸注意

安全問題討論会実行小委員長 山中 憲行(前橋工科大学) 

10:10～10:20 会場準備 

【会場 1】 
10:20～11:40 論文部門(防災まちづくり・防災対策) 

座長:吉川 直孝(独立行政法人労働者健康安全機構) 

(1) 中小工場が集積する地域における都市計画手法を用いた洪水対策の提案

戸塚 夏萌(日本大学大学院)・後藤 浩(日本大学)・前野 賀彦(日本大学) 

(2) 津波浸水リスクを考慮した市街地集約に関する一考察

櫻井 祥之(和歌山工業高等専門学校) 

(3) 浸水確率を考慮した水害リスク評価手法に関する研究

高木 蓮(山梨大学大学院)・佐藤 史弥(山梨大学)・秦 康範(日本大学) 

(4) 福井平野を対象とした大規模地震時の河川堤防被害予測と外水氾濫解析

西出 俊亮(福井工業大学)・西川 隼人(福井工業大学)

13:00～14:30 シンポジウム 「安全力×地域力 -地域活性化の未来-」 
(1) 13:00～13:05 主催者説明

(2) 13:05～13:15 趣旨説明

(3) 13:15～14:05 講演会

① 講演タイトル:地域活性化に向けた取り組みについて

講演者:橋本 憲次郎(総務省)

② 講演タイトル:JR東日本グループが取組む地域活性について

講演者:井上 晋一(JR 東日本商事)

(4) 14:05～14:25 パネルディスカッション

① パネラー:橋本 憲次郎(総務省)

② パネラー:井上 晋一(JR東日本商事)

③ パネラー:広兼 道幸(関西大学)

④ コーディネーター:山中 憲行(前橋工科大学)

(5) 14:25～14:30 総括

1



15:00～16:00 論文部門(AI/IoT・防災情報) 

座長:井面 仁志(香川大学) 

(1) 足底圧力分布による歩行時のバランス状態の分析と識別 

陳 俊宇(関西大学大学院)・広兼 道幸(関西大学) 

(2) 機械学習を用いた防災気象情報と IoT センサに基づく道路面温度予測 

成 基昌(立命館大学大学院) ・野村 泰稔(立命館大学) ・高田 守康(日本マルチメディア・

イクイップメント) ・花坂 弘之(日本マルチメディア・イクイップメント) ・永井 利幸(日

本マルチメディア・イクイップメント)・戸部 浩(沼田土建)・吉田 美由紀(沼田土建) 

(3) 急傾斜地警戒区域設定のための基礎調査への深層学習の適用 

王 天陽(関西大学大学院) ・広兼 道幸(関西大学) ・谷 麗奈(クラウドエース株式会社) ・

倉本 和正(中電技術コンサルタント株式会社) 

 

 

16:10～17:10 論文部門(リスクアセスメント・復旧・復興) 

座長:岩原 廣彦(香川防災技術研究事務所) 

(1) 屋外での徒歩避難における群集事故のシミュレーションによるリスレベル推定の試み 

中村 栄治(愛知工業大学)・小池 則満(愛知工業大学) 

(2) 機能共鳴分析手法（FRAM)に Synesis （統合）の概念を用いた建設業におけるリスクアセスメ

ントの提案 

友時 照俊(香川大学大学院)・井面 仁志(香川大学)・高橋 亨輔(香川大学) 

(3) 復興事業の早期完了実現を目的とした工事担当者の意思決定モデルの構築について 

福田 勝仁(北陸先端科学技術大学院大学)・郷右近 英臣(北陸先端科学技術大学院大

学)・池田 満(北陸先端科学技術大学院大学) 

 

 

 

 

【会場2】 
10:20～11:20 論文部門(事業継続計画・安全情報) 

座長:須藤 英明(ものつくり大学) 

(1) 災害発生後の認定こども園の保育継続における課題 ―令和5年梅雨前線による大雨及び台

風2号により被災した茨城県取手市の認定こども園の事例から― 

西村 実穂(東京未来大学)・中野 晋(徳島大学) 

(2) 兵庫県内の浄水施設のBCP策定の現状と課題及び自然災害被災リスクの検証 

宇野 宏司(神戸市立工業高等専門学校)・山本 亮介(メタウォーター株式会社) 

(3) デジタル技術を活用した国土強靱化における安全で円滑な交通流確保に向けた一考察 

原田 紹臣(一般財団法人 災害科学研究所)・武井 千雅子(一般財団法人 VR推進協議

会) 

 

 

15:00～16:00 論文部門(地域防災) 

座長: 櫻井 祥之(和歌山工業高等専門学校) 

(1) 木曽川周辺地域における災害伝承と住民意識との関係 ―愛知県一宮市起地区・朝日地区

を事例に― 

橋本 操(岐阜大学)・小池 則満(愛知工業大学)・佐藤 野々花(名古屋市立稲葉地小学

校) 

(2) 広域避難カルテを活用した意識変容に効果的な要素の検討～大阪府摂津市鳥飼北地区にお

ける事例を通じて～ 

竹之内 健介(香川大学)・亀井 春希(前香川大学) 

(3) 被災宿泊施設を避難所として活用した令和2年7月豪雨での応急補修関連事業に関する考察 
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大西 晶(徳島大学大学院)・湯浅 恭史(徳島大学)・上月 康則(徳島大学)・松重 摩耶

(徳島大学)・山中 亮一(徳島大学) 

 

 

16:10～17:10 委員会報告 

(1) 土木工事安全小委員会 

須藤 英明(土木工事安全小委員会委員長) 

(2) 地域安全小委員会 

長谷川 潤(地域安全小委員会委員長) 

 

 

 

 

【会場3】 

10:20～11:40 デザイン部門 

座長:中島 徹(前橋工科大学) 

(1) 大学における『災害心理学』の授業計画 

冨岡 千遥(愛知工業大学)・中村 栄治(愛知工業大学) 

(2) 労働・排球・安全 

小森 茉桜(前橋工科大学)・山中 憲行(前橋工科大学) 

(3) 歩行・作業バランス検知システム 

高柳 来望(関西大学)・陳 俊宇(関西大学)・広兼 道幸(関西大学) 

(4) なぞかけフォークリフト 

宮嶌 莉々菜(前橋工科大学)・・山中 憲行(前橋工科大学) 

 

 
15:00～16:00 デザイン部門 

座長:中島 徹(前橋工科大学) 

(1) 西日本豪雨災害から学ぶ 防災おやこ手帳 

槙原 聡美(川辺復興プロジェクトあるく)・松田 美津枝(川辺復興プロジェクトある

く)・磯打 千雅子(香川大学) 

(2) 積乱雲危険度表示システム 

宮島 亜希子(I-レジリエンス株式会社)・高木 晴彦(I-レジリエンス株式会社)・佐藤

良太(I-レジリエンス株式会社)・清水 慎吾(国立研究開発法人防災科学技術研究所)・

下瀬 健一(国立研究開発法人防災科学技術研究所)・加藤 亮平(国立研究開発法人防災

科学技術研究所)・長谷川 晃一(株式会社中電CTI) 

(3) 教育現場における地震・津波災害発生時の二次対応訓練シナリオ 

西田 有宇(香川大学大学院)・井面 仁志(香川大学)・高橋 亨輔(香川大学)・山本 健

詞(徳島大学)・水科 晴樹(徳島大学)・高橋 真里(香川大学) 

 

 

 

 

17:20～17:40 表彰式・閉会挨拶 
◆ 表彰式  

 論文賞・論文奨励賞・デザイン部門審査員特別賞・入選・貢献賞 

 

◆ 閉会挨拶  

 安全問題討論会実行小委員会委員長 山中 憲行(前橋工科大学) 
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※講演時間

論文:1題につき 20 分(発表 15分、質疑 5 分) 

デザイン部門:1 題につき 15 分(発表 10分、質疑 5 分) 
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⼤学における『災害⼼理学』の授業計画 
愛知⼯業⼤学 情報科学部 

冨岡 千遥 
中村 栄治  
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⽬次 
1.はじめに
2.背景と⽬的
3.授業内容の概要
4.まとめと結論

1.はじめに

災害は⾃然や社会の不測の事態として、私たちの⽣活に多⼤な影響を与える。その
際、被災者がどのような⼼理状態になるのか、どのように⾏動するのかを理解するこ
とは、災害対策や⽀援活動を効果的に⾏う上で⾮常に重要である。しかし、災害⼼理
学を⼤学の授業で学べる機会は限られており、⼀部の⼼理学や福祉系の⼤学・学部を
除いて、⼀般的な⼤学ではほとんど実施されていないのが現状である。 
 そこで今回、「災害⼼理学」を学べる⼤学⽣向けの授業プログラムを計画した。現代
の複雑化した社会において、⼼理的な側⾯から災害対応を考えることが求められてい
る。この授業では学⽣が現場で実践的に活かせる知識とスキルを習得できるように計
画した。 

2.背景と⽬的

災害時の⼼理的な影響は、被災者や⽀援者に⼤きな影響を与える。災害前の対策⾏
動や災害時の混乱した状況下での意思決定、災害後の⼼理的ケアなど、⼼理学の知⾒
がますます重要視されている。そのため、災害⼼理学を⼤学の授業に取り⼊れること
は、未来の災害対策において不可⽋なリーダーを育成するために有⽤である。 
 この授業では、災害前後の⼈々の⼼理を理解し、効果的な対応⽅法を学び、実際の
⾏動に結びつけることを⽬的としている。災害前の対策⾏動がなぜ取られないのかと
いった課題や、なぜ災害発⽣時に誤った判断をしてしまうのかという課題にも焦点を
当て、学⽣が将来的に防災活動を推進できるようにすることを⽬指す。 
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3.授業内容の概要 
 
 授業は理論と実践をバランスよく組み合わせ、学⽣が災害対応に必要なスキルを体
得できるよう計画した。以下の 3 つの段階で授業を進⾏する。 
 

① 理論講義 
各授業の冒頭で、その回の理論的な内容を簡潔に説明する。 

 
 

② ディスカッション・演習 
理論をもとに、グループディスカッションや演習を⾏う。実際の事例を分析し、 
災害時の⼼理や⾏動をシミュレーションしながら、現実的な対応策を検討する。 

これにより、学⽣同⼠の意⾒交換を促し、知識を深める。 
 
 

③ まとめと次回予告 
各授業の最後に、学んだ内容を振り返り、次回のテーマの予告をする。 
また、次回の授業に関連する課題を出し、学⽣が⾃主的に復習や準備を 

進められるようにする。 
 
 
 
 続いて、「災害⼼理学」の授業シラバスと、各回の授業内容の詳細を以下(シラバス
(PP.4-5)、詳細(PP.6-9))に⽰す。 
 
※シラバスとは 
各授業科⽬の詳細な授業計画。⼀般に、⼤学の授業名、担当教員名、講義⽬的、各回
ごとの授業内容、成績評価⽅法・基準、準備学習等についての具体的な指⽰、教科
書・参考⽂献、履修条件等が記されており、学⽣が各授業科⽬の準備学習等を進める
ための基本となるもの。 
（参照：厚⽣労働省「授業計画(シラバス)の意味と重要性」） 
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「災害⼼理学」 シラバス 
 
科⽬名：災害⼼理学 
 
対象学年：1〜4 年 
 
単位数：２ 
 
概要： 
この講義では、災害時における⼈間の⼼理と⾏動に焦点を当て、災害発⽣時から復興までの
⼀連の過程で⾒られる⼼理的側⾯を学ぶ。災害⼼理学の基本理論や研究成果を通じて、災害
時のストレス反応、避難⾏動、⽀援や⼼のケアの重要性について理解を深めることを⽬指す。
特に、被災者の⼼理的ケアや社会的サポート、災害に関する誤情報の拡散防⽌など、現代社
会における実践的な災害対応に役⽴つ知識を学ぶ。 
 
実施形態：原則、⾯接授業のみ実施 
 
計画： 
1. 災害⼼理学⼊⾨ 
2. 災害対策の必要性 
3. 災害直後の⼼理 
4. 逃げ遅れの原因 
5. 災害時のパニックと群集⼼理 
6. パニック発⽣の条件 
7. 災害後の犯罪 
8. 災害後に略奪は増加するのか 
9. 災害⽀援 
10. 寄付活動 
11. 災害神話 
12. 災害神話に関連する⼼理学 
13. 復興⼼理と⼼のケア 
14. プレゼンの準備 
15. 学びの総まとめとプレゼンテーション 
 
教科書：資料を配布する。 
参考書：授業内で適宜紹介する。 
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学習到達⽬標： 
① 災害時における⼈々の基本的な⼼理反応を理解できる。 
② 災害時の避難⾏動やリスク認知の仕組みを理解し、効果的に促進する⽅法を考えられる。 
③ 災害後の⼼のケアや⼼理的サポートの重要性を理解し、適切な⽀援ができる。 
④ 災害に関する誤情報や災害神話の影響を理解し、正しい情報を広めることができる。 
⑤ 災害⼼理学の知識を実社会で応⽤し、災害予防や防災活動に貢献できる。 
 
⽅法と特徴： 
授業のはじめに理論講義を⾏い、残りの時間でグループディスカッションやケーススタデ
ィを通じて理解を深める。実際の災害事例を使⽤し、現実に即した状況を分析することで学
びを具体化する。また、学⽣同⼠でのディスカッションやシミュレーションを積極的に取り
⼊れ、参加型の授業を⾏う。さらに、災害後の復興⽀援において、個⼈やコミュニティがど
のように対応すべきかを考察し、未来の災害に備える⼒を養う。 
 
 
評価⽅法： 
関⼼意欲態度（20％）：出席率や授業態度を評価する。 
課題提出（30%）: 各回の課題提出状況とその内容を評価する。 
授業内発表（30%）: グループワークやディスカッション、各回の発表における積極性と発
表内容を評価する。 
最終プレゼンテーション（20%）: 15回⽬の最終発表で、授業全体を通じて得た知識を基に
したプレゼンテーションを評価する。 
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授業内容の詳細 
 
第 1回：災害⼼理学⼊⾨ 
内容：災害発⽣前の⼼理と⾏動の傾向を学び、災害対策を怠ってしまう⼼理的要因につい
て考察する。また、⾃然災害の頻度とリスクについても説明する。 
キーワード：楽観主義バイアス・備蓄・家具固定・古典的条件付け・オペラント条件付け 
グループワーク：⾃分や家族がどのような災害対策をしているか。対策しない⼈がいる理
由をディスカッション。 
課題 1：他の⼈の災害対策を聞いて考えたことをまとめる。 
課題 2：⽇常の中で、災害に関する標識を１つ以上⾒つけて写真を撮ってくる。 

(次回に向けての課題) 
 
 
第 2回：災害対策の必要性 
内容：災害情報の伝達と受け取り⽅、災害発⽣前後の避難⾏動や準備の重要性について学
ぶ。また、災害⽤語や標識をクイズ形式で学ぶ。前回の課題で⾒つけてきた標識を、数⼈
の学⽣に紹介してもらう。 
キーワード：災害⽤語・情報の伝達・スキーマ 
グループワーク：災害情報の信頼性について考え、正しい情報をどう判断するかを話し合
う。 
課題 1: 災害⽤語と避難標識の問題が出題されたプリント。 
課題 2: ⾃分が住んでいる地域の避難所と避難経路を確認しておく。 
 
 
第 3回：災害直後の⼼理 
内容：災害直後に⾒られる⼈々の⾏動傾向について学び、特に普賢岳噴⽕（1991 年）や⻄
⽇本豪⾬（2018 年）におけるケーススタディを⾏う。 
キーワード：噴⽕・豪⾬・警報 
グループワーク：災害直後の混乱した状況下で、⾃分ならどのように⾏動するかをグルー
プで話し合う。 
課題 1：⾃分が災害に巻き込まれた場合に、直後にどのような⾏動を取るべきかを整理す
る。 
課題 2：避難が遅れてしまう原因を考える。 
    (次回に向けての課題) 
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第 4回：逃げ遅れの原因 
内容：2011 年の東⽇本⼤震災における⾏動傾向から、災害直後に避難よりも優先される⾏
動を学び、避難を促す⼼理的要因について深掘りする。 
キーワード：津波・正常性バイアス・リスク認知・買いだめ⾏動・⾃⼰達成的予⾔・同
調・利⽤可能性カスケード・⾃助・共助・公助 
グループワーク: 避難⾏動が遅れる理由を考え、避難を促進するための⽅法を話し合う。 
課題 1：避難⾏動が遅れないために、⾃分にできることを考える。 
課題 2：群集⼼理について調べ、経験のある⾏動を１つ以上挙げる。 
    (次回に向けての課題) 
 
 
第 5回：災害時のパニックと群集⼼理 
内容：タイタニック号の沈没事故やルシタニア号の海難事故などの例から、パニックとそ
の⼼理的メカニズムを理解し、災害時の群集⼼理について学ぶ。 
キーワード：パニック・群集⼼理 
グループワーク: パニックが発⽣した状況をシミュレーションし、どう対処するかをディ
スカッション。 
課題 1：パニックにならないための個⼈の⼼構えを考え、ノートにまとめる。 
課題 2：災害時、どのような場合にパニックになりそうか考える。(次回に向けての課題) 
 
 
第 6回：パニック発⽣の条件 
内容: パニックの条件や、正しい反応と誤った反応について、実際のケーススタディを⽤
いて検討する。 
キーワード：パニック・群集事故・ステレオタイプ 
グループワーク: 過去の災害時に発⽣したパニックの事例を分析し、改善策を考える。 
課題 1：今⽇の授業で学んだことをまとめ、家族や友⼈に伝える。 
課題 2：災害発⽣後にどのような犯罪が起こりそうか考える。(次回に向けての課題) 
 
 
第 7回：災害後の犯罪 
内容: 災害後に発⽣する略奪⾏為や犯罪⾏動の⼼理について考察し、実例を紹介する。 
キーワード：犯罪・略奪⾏為 
グループワーク: 災害時に犯罪⾏為を防ぐための提案を考える。 
課題 1：グループワークで話したことから、⾃分にできることを考える。 
課題 2：他の地域や国での災害後の犯罪⾏動について調べておく。 
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第 8回：災害後に略奪は増加するのか 
内容：実際の犯罪件数から、災害が原因で犯罪が増えているかどうかを確認する。 
キーワード：困窮型・便乗型 
グループワーク：災害後に増加しやすい犯罪について、なぜ増加するのかディスカッショ
ン。 
課題 1：災害後の犯罪防⽌策についての⾃分のアイデアをまとめる。 
課題 2：災害ボランティアに求められることを考える。(次回に向けての課題) 
 
 
第 9回：災害⽀援 
内容：被災者の⼼理状態や、ボランティアや⽀援団体が果たす役割を学ぶ。 
キーワード：⽀援物資・ボランティア 
グループワーク: 災害時の⽀援物資で、送られてきて困るものを挙げ、対策を考える。 
課題 1：⾃分がどのように災害⽀援に貢献できるかをまとめる。 
課題 2：災害時に⾦銭の寄付をしたことがあるか、あるならなぜ寄付したのか、ないなら
なぜ寄付をしなかったのか、まとめる。できれば家族などの周りの⼈にも聞く。  
(次回に向けての課題) 
 
 
第 10回：寄付活動 
内容: ⽀援⾦や寄付活動の⼼理的側⾯について理解し、寄付に対する抵抗感を克服する⽅
法を探る。 
キーワード：寄付・義援⾦・⽀援⾦ 
グループワーク: 寄付や⽀援を促進するための⽅法を考え、ディスカッション。 
課題 1：寄付活動の重要性について、⾃分なりの考えをまとめる。 
課題 2：災害神話を⼀つ以上調べてくる。(次回に向けての課題) 
 
 
第 11回：災害神話 
内容：災害神話の定義と、災害に関する誤解がどのように広まるかについて学ぶ。 
キーワード：災害神話・マスメディア・エリートパニック 
グループワーク: 災害に関する⼀般的な神話を⼀つ選び、グループでその真実を探る。 
課題 1：⾃分が信じていた災害神話とその真実を整理する。 
課題 2：なぜ誤情報が広まってしまうのか考える。(次回に向けての課題) 
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第 12回：災害神話に関連する⼼理学 
内容：災害に関連する神話や誤情報が広まる原因や、正しい情報を伝える⽅法を探る。 
グループワーク：災害に関する誤った情報を訂正するための⽅法を考え、発表する。 
課題 1：誤った情報に騙されないために、どのような⾏動をするか考える。 
課題 2：被災者がどのようなことをストレスに感じるか考える。 (次回に向けての課題) 
 
 
第 13回：復興⼼理と⼼のケア 
内容：災害後の復興過程における被災者の⼼理状態について学び、特に PTSD（⼼的外傷
後ストレス障害）やトラウマに焦点を当てる。また、⼼理的サポートやカウンセリングの
役割について学ぶ。 
グループワーク：被災者の⼼のケアにおける問題点や、⽀援の重要性について話し合う。 
課題 1：災害後の復興⽀援において、⾃分ができる⼼のケアの⽅法を考える。 
課題 2：第 15回の発表内容の案を考える。(次回に向けての課題) 
 
 
第 14回：プレゼンの準備 
内容：次回（第 15回）に、これまで学んだ内容を振り返り、今後どのように災害予防に
貢献できるかを発表する。発表は 2 ⼈ 1 組。ランダムでペアを決め、2 ⼈でプレゼンの準
備を⾏う。 
課題：授業内でプレゼン準備が終わらなかった場合は第 15回までに完成させる。 
 
 
第 15回：学びの総まとめとプレゼンテーション 
内容：第 14回の授業で準備したプレゼンを⾏う。質疑応答を積極的に⾏わせることで学
⽣同⼠の意⾒交換の場とする。 
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4.まとめと結論 
 
 この授業は、災害前後の⼼理的な側⾯に焦点を当て、特に災害対策⾏動の促進と、
災害時およびその後の⼼理的ケアに関する理解を深め、実際の⾏動に結びつけること
を⽬的としている。 
 理論と実践を組み合わせた授業により、学⽣が災害時に冷静かつ効果的に対応でき
る能⼒を育て、被災者や関係者を適切にサポートするための具体的なスキルを習得で
きるよう計画している。 
 
 さらに、授業を通じて得られる知識は、災害時の⾏動指針を⽰すだけでなく、社会
全体での防災意識の向上にも寄与するものである。学⽣たちは、ディスカッションや
演習を通じて、他者との意⾒交換を⾏い、協⼒し合う⼒を養い、現実の状況に対応す
るための判断⼒を⾝につける。 
 
 この授業で学んだ内容は、将来的に災害時の現場でリーダーシップを発揮するため
の基盤となり、社会においても防災・減災に向けた⾏動変容を促す重要な役割を果た
すだろう。 
 
 
参考⽂献 
(1) ⽊村玲欧(2015)『災害・防災の⼼理学 教訓を未来につなぐ防災教育の最前線』北樹出版 
(2) 野上達也(2021)『災害から家族と⾃分を守る「災害⼼理」の基礎知識』セルバ出版 
(3) 窪⽥由紀ほか(2016)『災害に備える⼼理教育 今⽇からはじめる⼼の減災』ミネルヴァ書房 
(4) 厚⽣労働省「授業計画(シラバス)の意味と重要性」（https://www.mhlw.go.jp/file/06-

Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/0000090851.pdf） 
参照 2024.8.30 
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歩行・作業バランス検知
システム

関西大学 総合情報学部 高柳来望

関西大学 総合情報大学院 陳俊宇

関西大学 広兼道幸

研究背景
全産業労働災害による死亡者数、死傷者数

長期的には減少傾向

同様の事故が繰り返し発生

死傷者数：
増加傾向
平成14年以降で過去最多
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研究背景

建設業死傷災害事故の型別(平成29年‐令和4年)

出典：厚生労働省「令和４年の労働災害発生状況を公表」令和5年5月23日

歩行・作業バランス検知システム

加速度センサー 足底圧力センサー

通常

アンバランス危険
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•加速度、角速度、角度
データを使用して、深層
学習のトレーニングモデ
ルを構築し、予測分析を
行う。

加速度センサー

足底圧力センサー 歩行バランス
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発生状況・傾向
• 転倒、墜落・転落災害が多い
• 労働災害が発生した場合、休業日数が長
期化しやすい

高齢労働者
• バランスを取りにくい
• 危険を回避するな俊敏な動きができない
• 小さな転倒が大きな怪我に直結する可能
性

• バランス感覚をチェック、安全行動へと
誘導する

朝の体調チェック(自己評価➞客観評価)

症状
• めまいや顔のほてり
• 筋肉痛や筋肉のけいれん 
• 体のだるさや吐き気 
• 汗のかきかたがおかしい 
• 体温が高い、皮ふの異常 
• 呼びかけに反応しない、まっすぐ歩
けない 

• 水分補給ができない

工事中の熱中症は転倒・墜落事故につ
ながりやすい

熱中症チェック(自己評価➞客観評価)

28



・ つまずき
・ 踏み外し
・ 滑り

リスク箇所の把握

・ 照明不足

健康寿命

65 歳以上の家庭における「転倒・転落・墜落」による死亡者数の推移

出典：厚生労働省「『人口動態調査』上巻 死亡 第５．35 表 家庭における主な不慮の事故による死因（三桁
基本分類）別にみた年齢（特定階級）別死亡数及び百分率」令和３年 10 月６日

①出典：政府広報オンライン「たった一度の転倒で寝たきりになることも。転倒事故の起こりやすい箇所は？」2021年6月21日

②出典：あずみ苑「ご高齢者の転倒・骨折を防ごう！ご家庭や介護施設で見直したいポイント」2017/10/11

①

②

楽しく運動
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積乱雲危険度表示システム

宮島亜希子1,2，高木晴彦1，清水慎吾2，下瀬健一1,2，加藤亮平2，

長谷川晃一3，佐藤良太1,2

（1： Ｉ－レジリエンス株式会社，2： 防災科学技術研究所，3： 中電シーティーアイ）

【謝辞】本研究は内閣府BRIDGE「積乱雲危険度予測情報の研究開発と社会実装モデルの展開」によって実施されました
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内閣府：研究開発とSociety 5.0との橋渡しプログラム(BRIDGE)の一環

積乱雲危険度予測情報の研究開発と社会実装モデルの展開

○積乱雲ハザード予測技術の高度化
・豪雨・落雷・突風・降雹の現況や予測の統合により、
産業界からのニーズを踏まえ、企業の事業継続や住民の安全確保に資するため、
拠点等にピンポイントで半日先までの積乱雲ハザード予測情報を開発

○積乱雲確率危険度予測情報の研究開発
・予測時点毎に不確実性を抽出し、ニーズに応じて時系列的にハザード情報をリスク情報へ高度化
・企業等における実証に基づく改善を図り、予測情報の有効性を評価

三次元雷放電経路
観測(LMA)

LMAやレーダ同化
技術に基づく落雷・
突風の予測技術

課題名 『積乱雲危険度予測情報の研究開発と社会実装モデルの展開』

第2期SIP（線状降水帯予測）で研究開発した積乱雲群予測と、防災科研が開発した落雷・突風等予測を統合し、減災行動に
結び付ける積乱雲危険度予測情報（半日先までの予測）として提供するために必要な研究開発・実証に取り組む。

文科省:防災科研運交金事業

水蒸気観測に基づく、線状降水帯を構成
する豪雨等の2時間先から半日先予測

内閣府: 第2期SIP（防災）

激しい積乱雲

線状降水帯

現況

積乱雲の
予報円は国内初！

移動予測

激しい積乱雲
から雷が発生

内閣府：第3期SIP（防災）サブ課題A 災害情報の広域かつ瞬時把握・共有

災害情報の瞬時把握（気象センシング情報）

豪雨等予測技術（2時間先と半日先予測）

落雷・突風等予測技術（1時間先まで）

LMAやレーダ観測に基づく、落雷・突風等の
1時間先までを予測する技術開発

BRIDGE（R5-R6年度）

積乱雲危険度表示システムのイメージ

積乱雲危険度

危険

警戒

通常

2時間先まで
予報円

積乱雲の危険度が高い場合にアラート
を送信及びGISで可視化

半日先まで
危険範囲

稼働再開

稼働停止継続

稼働停止継続

まもなく稼働再開

水蒸気観測網
マイクロ波放射計
地デジ水蒸気観測

降水・風観測
（レーダ観測）

国交省XRAIN

既存観測機器

落雷判定
機能強化+

あらゆる積乱雲
ハザードを観測

豪雨

突風

降雹

落雷

積乱雲に起因するあらゆる
ハザードの予測を目指すが
今回のシステム開発は
雷の予測が中心

2
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背景

Copyright © 2024 I-Resilience Corp. All Rights Reserved.

⚫九州での半導体生産能力は伸び続けており、2019年の
全国シェアは21.8％

⚫半導体工場の特に前工程においては、送電網等への落雷
による瞬低（瞬時電圧低下）が生産設備に与える影響が大
きく、一度の瞬低によって、仕掛品の廃棄分と工場稼働低
下（生産機会の損失）による生産ロス分は、最大で約2週
間分の生産量に相当することもある

⚫雷の年間被害額は推定2000億円 （引用：音羽電機工業webサイト）

⚫加えて、落雷数の分布を見ると、熊本県や鹿児島県の半
導体工場は落雷頻発地域に存在している

引用；読売新聞,シリコンアイランド復活へ
2021年11月19日

  九州の半導体工場でのニーズを踏まえた積乱雲危険度表示システムを開発し、

有用性や課題を把握した上で社会実装につなげる

2018-2023年（7年間）の,5-8月の
落雷数(気象庁LIDEN)の分布

3
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半導体工場のニーズ

Copyright © 2024 I-Resilience Corp. All Rights Reserved.

＜調査結果＞

＜調査概要＞
⚫ 九州の半導体工場に対し、ニーズを把握するためのヒアリング調査を実施

➢ 内容： 瞬低リスクに対する意識、リスクへの対応状況、落雷予測情報の活用可能性、など
➢ 実施日： 2023年12月25日、2024年1月22・23日、2月1日
➢ ヒアリング先：  九州の半導体工場（3社4工場）

①～④の赤字
→ニーズに基づき今回の開発で具体的に取り入れた事項

ニーズに基づき「積乱雲危険度表示システム」を開発

⚫線状降水帯（水害）も含めたBCP全般に関わる情報が欲しい→心の準備、従業員の出勤

⚫落雷（瞬低）予測情報だけでなく、①もう落雷（瞬低）はないという安心情報・解除情報、両方必要

⚫工場周辺だけでなく、②送電網への落雷の情報も必要

⚫③1時間先までの予測の精度が上がると役立つ

⚫直接的な機械の破損などの被害 ＜ 機会損失による間接的な被害

⚫長い時間止めると機会損失による被害が大きくなる（なるべく止める時間を少なくしたい）

⚫④自動判断できる情報（ポップアップ通知）なども必要

⚫現在利用している情報との併用を考慮した設計

4
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システムの全体像 ＜特徴＞・・・ 次のページ以降で具体的に説明
⚫ 複数のリードタイムをもつ発雷予測（1，2，12時間先）
⚫ 地図情報および時系列によるweb表示
⚫ メールによるアラート通知

5
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＜特徴＞複数のリードタイムをもつ発雷予測（1，2，12時間先）

Copyright © 2024 I-Resilience Corp. All Rights Reserved.

特徴 精度

1時間先まで
の予測

• 国交省XRAINを用いたナウキャストベース
による予測

• 積乱雲毎に、積乱雲オブジェクトの移動予測
をし予報円で表示 （積乱雲の予報円を表示
するのは初の試み）

• 1時間後の捕捉率において、BRIDGEでは、
約70％となり、気象庁の約50％を大きく
上回る

• ただし、的中率（本件ではCSI)は気象庁雷
ナウキャストとほぼ同様

2時間先まで
の予測

• 雲解像数値モデルCReSSによる数値予測
• 2時間先までに危険となるエリアを表示

• 1時間先予測と同様の評価を行った場合、２
時間先の時点で、捕捉率７０％以上を確保

12時間先まで
の予測

• 気象庁メソアンサンブルガイダンスの発雷確
率による予測

• 12時間先までにアンサンブル平均で発雷確
率が40%以上になるエリアを表示

• 12時間先予測を行う時点で入手可能な
「 15時間先予測 」を用いて評価した場合、
的中率が約20%になる
→12時間後の的中率が20%と最も高くなる、

       発雷確率40％を閾値として設定している

6
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＜特徴＞地図情報および時系列によるweb表示

Copyright © 2024 I-Resilience Corp. All Rights Reserved.

送電網への落雷による瞬低も工場への影響があるため、
工場と送電網から20km圏内を警戒エリアとして設定
（青線が送電網）

⚫ 警戒エリアの設定・・・②

⚫ 表示内容の切り替え
チェックボックスで表示情報の切り替えに対応
（必要なリードタイムの予測を表示することが可能）

提供先毎のカスタマイズ部分

アラートメール通知（次ページで説明）に合わせて、
画面上でも危険情報/解除情報が一目で分かるように
ポップアップで通知
（画面クリックで詳細を表示）

⚫ ポップアップ通知・・・④

共通部分

警戒エリアにおいて、いつから危険なのか、
いつになったら警戒を解いても大丈夫なの
かを判断しやすいように、時系列のタイムラ
インで表示

⚫ 時系列によるタイムライン表示・・・①

⚫ リアルタイムでの情報更新（1分毎）・・・③ （リードタイムの短い予測が重要）

①～④の赤字
→4ページのニーズに対応

7
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＜特徴＞メールによるアラート通知

アラートメール通知の基本設定
→通知する情報は以下3つを基本とするが、通知の種類・通知間隔・閾値など、顧客毎にカスタマイズ可能

①12時間先予測 →半日先の危険を伝える（午後から雷の可能性があるなど）
• 【判定】設定した警戒エリアが、発雷確率40％以上のエリア（地図上の黄色のエリア）に入る→アラートメール通知
• 1日2回、12時間毎にアラートメールを送る（8時と20時）
• 通知時間（8時と20時）から12時間以内に発雷の可能性があるときだけアラートメールを送る
     ※12時間以内に発雷の可能性があります

②1時間先予測 →短時間で変化するの危険情報・安心（解除）情報を伝える（ニーズに基づき1時間先予測を重視）
• 【判定1】設定した警戒エリアが、1時間先の予報円のエリア（地図上の赤色のエリア）に入る→アラートメールで通知

③雷発生 →近くで実際に雷が発生したことを伝える
• 【判定】設定した警戒エリアで実際に雷が観測された時（気象庁LIDEN） →アラートメールで通知
• 一度アラートメールを配信したら、30分間はメールを送らない
※雷が発生しております

8
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実証実験の概要

Copyright © 2024 I-Resilience Corp. All Rights Reserved.

検証事項

予測精度

◼ 本予測情報の空振りや見逃しの状況・・・②③

➢ アラート通知の予想時間内に、落雷があった/雷鳴が聞こえた、豪雨
が降っていた（落雷は確認できなかった） など

◼ 他の予測情報や瞬低通知サービスとの比較・・・②

アラートの通知方法、
タイミング

◼ 本システムのユーザーインターフェースやエクスペリエンス・・・④

➢ 他サービスと比較した使い勝手などの評価

◼ アラートの通知数やタイミング・・・①③

アラートを踏まえた
対策の実施可能性

◼ アラート通知後の対応内容について・・・①③

➢ 外も含め状況の確認をした、何らかの対応をした など

◼ アラート通知(12時間先、2時間先、1時間先)を踏まえた、 瞬
停・瞬低リスク回避に向けた対策内容・・・①③

◼ 他社からの瞬低お知らせメールや瞬低発生時における
実際の対応内容 ※可能な範囲でご教示ください

⚫ 4社6工場にて、webサイトの提供とアラートメール通知による実証実験を実施
⚫ 実施期間： 2024年8月下旬～10月下旬
⚫ 工場へのヒアリング調査を通じて、以下の項目を検証(事前に記入シートを配布)

①～④の赤字
→4ページの各ニーズに対応
できているかの検証項目

9
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検証結果／まとめと今後について

Copyright © 2024 I-Resilience Corp. All Rights Reserved.

現在、ヒアリング調査中のため12/16に報告

10
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2024/11/22

1

教育現場における地震・津波災害発生時の
二次対応訓練シナリオ

◯ 西田 有宇 香川大学 大学院創発科学研究科
井面 仁志 香川大学 創造工学部 創造工学科
高橋 亨輔 香川大学 創造工学部 創造工学科
山本 健詞 徳島大学 ポストLEDフォトニクス研究所
水科 晴樹 徳島大学 ポストLEDフォトニクス研究所
高橋 真里 香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構

制作背景
Ø東日本大震災以降，文部科学省では教育機関における防災教育の目的を，以下のよ
うに挙げている．
• 自然災害について理解を深め，適切な意思決定や行動選択をできるようにする．
• 災害の危険を理解して自らの安全を確保する行動や日常の備えができるように
する．

Ø日本では99.7%の学校教育現場で避難訓練1)が行われているが，訓練のシナリオに
想定されていない事象に対応した訓練が行われている例が少ない．

Ø適切な判断のもと迅速かつ臨機応変に対応できる即興的対応能力を備えることで，
従来の訓練シナリオにはない想定外事象に対応できる．

1）内閣府防災情報のページ︓学校における防災教育の取組教職課程・教員研修における防災教育，＜https://www.bousai.go.jp/kaigirep/pdf/201218_03.pdf＞ 2
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2

災害状況再現・対応能力訓練システム
Ø香川大学危機管理先端教育研究センター
が開発・運用

ØVR技術を用いて臨場感のある災害状況
を再現

Ø幼稚園，小・中学校などの教育機関の職
員を対象とし，地震発生時に学校の教室
で起こる想定外事象を再現して訓練を実
施

Ø2013年6月11日～2024年9月26日時
点で4,495名が訓練を体験

Ø遠隔地での訓練体験を実現させるための
実験を実施中

参照：国立大学法人 香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構：訓練施設 <https://www.kagawa-u.ac.jp/iecms/kunren_sisetsu/25661/> 3

既存の訓練シナリオ概要（初期対応）

教員役 児童役

教員役の発言や行動に応じてオペレーターが
画面内のシーンを切り替える

児童役

Ø プレイヤー
  5名（小学校教員役1名，児童役4名）
Ø シチュエーション
 小学2年生の教室（3階）で授業中に地震が発生
Ø 地域設定
 津波被害のない地域
Ø 訓練シナリオのゴール
 教室から校庭まで児童を安全に避難させる

初期対応訓練シナリオのフローチャート

廊下に整列

教室（3階）で授業中

緊急地震速報発令

児童が机の下から出る

屋外へ移動開始

1階の廊下で余震発生

校庭へ到着

地震の揺れ発生中

地震発生

地震の揺れ収まり

蛍光灯の落下で児童が負傷

机の下に隠れる
指示あり

児童が机の下に隠れる

START

END

机から頭が出てい
る児童に注意する

Yes

No

Yes
No

4
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3

二次対応訓練シナリオの制作
＜制作内容＞
本制作では，教育現場において地震・津波災害が発生した場合の二次対応訓練シ
ナリオを作成する．
※ここで「二次対応」は，初期対応（地震発生直後の校庭までの避難）の後に津
波などの二次災害から身を守るための対応行動を指す．また，「訓練シナリオ」
には訓練方法，場面設定や訓練中に用いるシーンなどを含む．

＜制作目的＞
①即興的対応能力の獲得・向上を可能とする訓練の実現
②想定外災害発生時に即興的対応能力を発揮できる，強靭でしなやかな教育現場

5

二次対応訓練シナリオの概要

訓練対象者 小学校教員（1名）
担当クラス 2年1組 32人(男子16人、女子16人)

訓練の⽬的

地震発生時の二次対応
ü 素早い情報収集

• ラジオ，テレビ，広報無線，インターネット，メール，電話，FAXなどを用いて情報収
集ができているか

ü 臨機応変な判断と避難
• 必要があればさらに避難することができているか

ü 二次対応時の留意点
• パニックや移動中の事故を防ぐための的確な指示ができているか

場⾯・概要

あなたは海岸に近い小学校に勤務しています．あなたは小学校2年生の担任です．9月のある
日，午後の授業中に地震が発生しました．
あなたの勤務する小学校は津波浸水想定区域内にあります．あなたの学校では近くの高台に2

次対応することが決められています．
地震の揺れが収まったあと，次に発生する災害からどのように避難しますか．

訓練シナリオのゴール 学校から避難場所まで避難する
6
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訓練実施のイメージ

ナレーター訓練体験者

画面に表示されたシーンに
応じて，適切な発言や行動
を考え実践する．

訓練体験者に対し，シーンの中で
どのような点に注意を払うのか，
どのように児童を避難させるのか
などといった問いかけを行う．

時計を表示して時間制限を設けることで
緊迫感のある訓練を体験することができる．

7

訓練中に表示する地図

訓練中に表示する地図 地図（シーンへの対応）

プレイヤーが歩いている
地点をリアルタイムで表示

1-1：一般人が助け
を求める（静止画）

0-3：避難開始
（現行VR）

1-2：建設中の足場が崩れ
ている（VR）

1-5：建設中の足場が崩
れている（VR）

1-4：信号が消えている
（現行VR）

1-6：橋に損傷がある
（VR）

1-7：電線が垂れている
（現行VR）

1-8：看板が落下してい
る（VR）

X：踏切の遮断機が下
がったまま（現行VR）

2-2：石階段が崩れて
いる（静止画）

2-3：土砂崩れが発生
している（静止画）

2-4：崖を怖がる生徒
がいる（静止画）

2-5：登山口で渋滞発
生（静止画）

画面に表示するシーンと対応

8
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作成したシーン（一部）

(a)一般人が助けを求めるシーン (b)電柱が倒れているシーン (c)看板が落下しているシーン

(d)土砂崩れが発生しているシーン (e)石段が崩れているシーン (f)登山口で渋滞が発生しているシーン
9

遠隔訓練の実施
Ø 2023年8月 徳島大学にて作成した二次対応訓練シナリオを用いて遠隔訓練を実施

遠隔側（徳島大）の様子

オペレーター側（香川大）の様子 遠隔訓練のシステム構成

PC-IN-2 PC-IN-1

インターネット

学内LAN

HDMIキャプチャ

HDカメラ
（体験者顔付近）

プロジェクタ（左）

遠隔側

香川大学

訓練の様子を中継シミュレーター映像の受信
ナレーターの映像・音声配信

シミュレーター映像の配信

スクリーン（3面）

PC：訓練システム（左） PC：訓練システム（中央） PC：訓練システム（右）

PC-IN-3

プロジェクタ（右）プロジェクタ（中）

PC-IN-5

Webカメラ
（全体像）

PC-OUT-4UA-101
(Roland)

ミキサ

Wi-fi Wi-fi

HDMIキャプチャ
（パススルー付）
GV-USB3/HDS(IO-

DATA)
香川大学側の映像・音声配信

PC-OUT-2 PC-OUT-1 PC-OUT-3

PC-IN-4

※ 本実験はナレータは遠隔側

Zoomのブレイクアウトルー
ムを2つ設定（シミュレー
ターの映像配信用と訓練の
様子の中継用）

ナレータ

10
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アンケート調査

今回登場した場面以外でどのような場面が
あると良いと思いますか？
運動場から校舎に行くべきか高台に行くべきかの判断
複数の学級が避難して動きがとれないでいる場面
人が逃げまどう場面
他の人がこっちに逃げろと呼びかけている場面
地域との助け合いをうながすシーン
避難してきた場所まで水が来そうな場面

今回体験した訓練の中で改善が必要に思う
場面はありましたか？
一般人が助けを求める場面
建設中の足場が崩れている場面
土砂崩れが発生している場面（分かりにくい）
登山口で渋滞発生する場面

体験を通じて，地震発生時の臨場感を感じることができ
ましたか？／理由

とても感じられた
通常の訓練より多くの判断場面がある
行動に応じて場面が切りかわったり，音や映像が実際に
連携していて臨場感があった

感じられた

安全面でリアリティのあるシミュレーションだと思う

音があることで臨場感や現場の緊迫感が感じられた

安全な状況で考えられること以外のシーンが多くあった
から

映像が具体的で動画であったことで効果的だったと思う

子どもが泣いている様子から臨場感を感じた

揺れている感じや悲鳴などで臨場感を感じた

やや感じられた 一連の流れの中で体験できたことがよかった

Ø 遠隔訓練体験者10名に訓練終了後アンケート調査を実施

11

まとめ・今後の展望
Ø従来の訓練シナリオにはない想定外の事象に対応するためには即興的対応能力の養
成が必要である．

Ø本制作では，即興的対応能力の獲得・向上および災害時に即興的対応能力を発揮で
きる教育現場を目指す二次対応訓練シナリオを制作した．

Ø今後の展望として，二次対応訓練シナリオを用いた訓練を実施し，即興的対応能力
の変化について検証する．また，アンケート調査の結果を用いて二次対応訓練シナ
リオの修正・改善を行う．

本制作は，NICT 受託研究（No.22604）の支援により実施した．12
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